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【第 18回計量史を さ ぐる 会で 発表 1995年工0月 21日】

中国古代度量衡史の 概説
中 国 国家技 術監 督 局 管理研 究所 　 丘 光 明 、 　楊 平

　　　 （邦訳 ： 中国社会科 学 院考古研 究所 　白雲 翔 ）

　 中国は世界 「四大文明の 古い 国．」 の
一

つ と して 数千年 もの 長 い 歴 史の 発展 の 中で 、 豊 富な 素晴 ら しい 古

代文化 を創 造 して 、人類の 文明と進 歩に 大き く貢献 した 。

　 中国の 古代度量衡 は 、 そ の 単位体系の 設立 と器具の 製作、標準器 の 設定 およ び検定 の 技術、管理 制度 に

お い て 高 い 科学 的水 準に 達 し、長 い 期 間 に わ た っ て 世 界 中 で 首位 を 占め 、東 南 ア ジ ア 諸 国 に 積極 的 な影響

を あ た え 、 世界 文 明史 上 の 重要な 財産 と な っ た わ け で あ る 。 幸い な こ と に 先人が わ れ わ れ に た くさ ん の 古

文 献 を残 し、数 多 くの 古 い 器具 が 伝世 され 、出土 して 、われ われ の 古代度 量衡 の 理解 と研究 に 天恵 に め ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る
まれ て い る条件 を 提供 して きた こ と で あ る 。 専門家の 皆様 に 中国 の 古代度 量衡 を全体 的 に 知 っ て い ただ く

た め、今 日 の 機 会を利 用 して 三 つ の 方 面か ら中国 古代 度 量衡史 の 概 要を述 べ た い 。

　 1 ，長 く続 い て きた 中国の 度量衡制度

　 現在 、実 物 と して 見 られ る中 国最古 の 長 さを測 る器具 は殷代 （紀 元前 16 〜前 11 世 紀 ） の 墓か ら出 土

した 三 点 の 牙尺 と骨尺 で あ り、それ に
・・
卜進 法 の 刻 みが は っ き りつ けられ て い る 。 それ よ り 3000 年間以

上 の 長 い 年月 に わ た っ て、こ れ らの 尺 は材料や形、単位制 とも歴代に連続 して 継承 され て きた 。

　 中国 の 歴史 の 中 で 、殷 と西周 （紀元 前 ll 世 紀 〜前 771 年） は 青銅器 文化 が も っ と も盛 ん な 時代 で あ

り、手 工 業 と して は規 模が 大 き く、分業 が 細分 され 、工 芸技 術が 純 粋 で す ぐれ て い る な ど極 め て 高い 水 準

に 達 した 。 こ の よ うな 生 産 水準 に よ り殷 と 西周 の 時期 に 度量衡器 は 欠 く こ と の で きな い 計量 器 具 とな っ た 。

しか し歴 史 条件 に 限 っ て 、上述 した三 点 の 殷代の 尺 以外 に そ の こ ろ の よ り多 くの 度 量衡の 実 物 とそれ に 関

す る文献記 録は発見 されて い な い 。

　紀元 前 770 年か らは春秋戦 国 （紀元 前 770 〜前 221 年 ） と呼ば れ る時代 に 入 り、中央政権 は 日ま

しに 衰微 し、地 方を統制す る実 力 を しだ い に 失 い 、諸侯国は各国各 自の 勢力 を強め 、 諸国間に 合併する 戦

争が ひ き りな しに行わ れ 、 全国 は政権割拠の 状態に あ っ た 。 政権の 分裂 に よ っ て 、経済や文 化 な どで 不
一

致 が 引 き起 こ され 、度量衡 もそ の 時代 の 特徴を反映 して 単位制と単位の 大 きさが非常に 混乱 して い た 。

　 中国歴 史 上 の 重要 な 出来事と して 紀元前 221 年 に秦の 始皇帝が 中国を統
一

す る戦争に 全面的に 勝 っ て 、

500 年 間 もの 長 い 動乱、分裂 の 状態を終わ っ た 。 秦の 始皇帝の偉 大な実績の
一一

つ は 、 政権 の統一を維持

す る た め度 量衡を統
一

した こ と で あ る。始 皇帝 は皇帝 の 最高 の 権威 を以 て 度量 衡 を統
一

す る 命令 を発布 し

た と同 時に 一連 の 度量衡の 単位制の 設立 や 誤差 が 一
定 の 範囲 に限 られる単位の 大 き さ の 設定 な ど

一
連 の 措

置 を採 り、ま た各級の 官吏 に 命 じて 数多 くめ度量衡の 標準器を監 督 して 製作 させ 、そ れ らを全国各地に 配

布 した 。

　秦代 に 続 い た 漢代 （紀元 前 206 〜
紀 元 220 年 ）は秦代 の 制 度 を 引 き継 ぎ発展 し、紀 元 9 年 に 天 文や

暦法、楽律お よび度 量衡を整え 取 り締 まる命令 が下 され 、それ が文 章 に 作 成 され 国家に よ り編集 された 正

史 の 『漢書』 に 収録され て 「律暦志』 と い う独立 の
一篇 とな っ た （律は楽律、暦は 天 文、暦 法 ） 。 『漢書 』

律膤志 は 中国度量衡 史上 で もっ と も体系的に完備 した 権威を持つ 最 初の もの で あ る 。 漢代以 降、歴 代王 朝

は 楽律 や 天 文暦 法 お よ び度量衡な どを整 え よ う と す る時 、 r漢書 』 律暦 志 を手 本 に しな い こ とが な く、 み

な前期の 制度 を引 き継い だ上 で 論 じ、 疑を解 い た り、部分 的 に 改正 した の で あ る、．そ の た め 『漢書 』律 暦
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志 はそ れ以 降 2000 年間近 くの 中国度量 衡の 発達史の 中で 、始 めか ら終 わ りま で 貫か れ て い る入 口 で あ

る と言 え る 。 それ で は 、 「漢書』律 暦志 の 尺度 、容量、権衡な ど の 篇 に 基 づ い て 古代 に お け る単位制 の 発

達 を簡単 に 説 明 した い 。

　 尺度 ： 分 、 寸 、 尺 、 丈 、 引を基本単位 とし、 十分を一寸 、 十寸を…尺 、 十尺を
一

丈 、 十丈を
一

引 とす る 。

歴 代の 相続 関係か ら見 る と、尺度の 十進法は 殷代 の もの の 延長と発展で あ る 。 それ は使用 と換算上 と も便

利 で あ っ て 、数千年間 に わた っ て 代 々 と受 け継い で きたわ けで あ る 。

　 今まで 、わ れ われ は漢代 の 尺 を 100 点以上収集 した 。それ らの 尺を 測 っ て 計算す ると、そ の 単位の 大

きさはす べ て 23cm 前後 で ある と分 か るが 、 23cm の 長 さを
一

尺 の 単位の 大きさ とした の は 戦国時代か ら

続 い て きた の で ある。そ の 単位 の 大 きさが 五六百 年間に わ た っ て あま り変わ らなか っ た こ と は い くつ か の

客観的な原 因が あ っ た わ けで ある が 、 制度 と技術の 果た した保証 的な役割を軽視で きな い の で は な い か と

思 う。

　容 量 ： 龠、合、升、斗 、斛 を基本単位 と し二 龠 を
一

合 、十合 を
一

升 、十升を
一

斗 、十斗 を
一斛 とす る 。

こ の 単位制が戦 国時代の 晩期に始ま っ た こ とは実物 に 見 られて い る資料 に 証 明されて い る 。 今の と こ ろ、

秦 と漢代 の 量器が 81 点収集されてお り、上述 した五 つ の 単位の 量を包含 して い る 。 これ らの量器を測 っ

て 計 算す る と、一
升の 単 位 の 大 きさ は 200m1 で ある結 果が で て きた 。

　権 衡 ： 銖、両、斤、鈞、石 を基本 単位 とす る 。 漢代 で は権衡の 進法が まだ複雑であ っ た 。 つ ま り、二 十

四 銖を一両 、 十六 両を一斤 、 三 十斤を
一鈞 、四 鈞を一

石 と し た の で ある 。 権衡 と い うの は 、古代 中国に お

い て 質量 を計量 す る器具 の 総称 で 、権は秤の 分鋼 とお もりを指 し、衡は秤の 桿 を 指す 。 秦 漢時代 の 銅 の 分

銅 に は分銅 自体 の 質量 を示す数 値 が 刻 ん で ある こ とが 多 い
。

た とえば 四 両十 三 銖 、官 累重
一一

斤 七両 、八 斤 、

二 十四斤 、 三 鈞 、 禾石 な どが ある 。 数多 くの 分銅 自体の 質量 の 数値が 刻まれて い る 分銅に よ っ て 、

一
斤の

単位 の 大 き さは 250g 前後 で あ る と正 確 に 測 っ て 算 出す る こ とが で き る。

　以上 の よ うに 、実物を考証 し、古典を引用 して 、秦漢時代の 度 量衡の 単位制 に つ い て お よ そ の 理解を 得

る こ とが で きた の で ある 。

　漢代以降の 度量衡の 発達を見 ると 、 長さ の単位制は 3000 年間以上 変わ っ た こ とがほぼ なか っ た と分

か る 。 た だ し、 容量は 南北朝時代 （420 〜 589 年）に おい て 政権の 分裂 と法制 の 緩みな ど に よ っ て 、

単位の 大 きさが 大幅に 高 ま り、隋唐時代に 入 っ て 秦漢時代 の 三 倍に も増え て しま っ た 。

一
斛 の 量 の 穀物は

重す ぎて 、 使用す る の は とて も不 便で あ っ た の で 、 宋代 （960 〜 1127 ）に 入 っ て 十斗を
一

斛 とす る

こ とか ら五 斗を
一

斛 、十 斗 を
一

石 とす る よ う に 変 わ り、そ れ 以降 の 時代 に連続 して 用 い られ た の で ある 。

秦漢時代 以来 、尺 度 と容 量 と も十 進法 で あ るが 、質量 の み十進法 で は なか っ た の で あ る 。 唐 代 （618 〜

907 ）の 始め 、 「開元 通宝」 と い う貨幣が鋳造 され、一枚 の 質量 を二 銖四 累 （十累を
一

銖 とする ）、十

枚銭の 質量 を一一両 とする と規定 された 。 十銭を一両 と して 計算する の は 二 十四 銖を一両 とす るよ りも便利

で あ っ た の で 、長 くつ づ け る と しだ い に 定 ま っ て 広 く一般 に 認め られ た もの とな り、速 く官や 民の 間で 運

用 して きた 。 そ うする と、十六 両を一斤 、

一
百 二 十斤を一

石 とする質量 の 単位以外に 、 ほ か はすべ て 十進

法に 変わ っ た の で ある ， 中国に お い て 2000 年間以上度量衡単位制の 踏襲の つ な が りは明 らか で 、変わ

りが少 しあ っ て もそ の 制度の 体系に影響を与え られなか っ た の で 、 後世 に各時代の 度量衡単位の 大 き さを

探 求す る に は有利 な条 件 を提供 して い る の で ある 。

　現在、我 々 は様 々 な方法で 度量衡 に かか わ る歴 代の 遺物を 2000 点以上 収集 して お り、こ れ ら の 実物

を調査 検討する とともに 、文献 記録 を考証 して 、デ
ー

タ の 相 対的 に 正 確 で ある 中国歴 代度 量衡 の 単位 の 大

き さを表 に 作 成 した。そ れ は中 国 の 歴史 や科 学技 術史 に 関心 を持 っ て い る方 々 と研究を して い る専 門家の

皆様 に と っ て は 、一定の 参考の 価値が あ る だ ろ う （中圈歴 代度量衡単位量 値表 は 拙著の r中国歴 代 度量 衡

考』 に ある 。 ）

il．中国古代度量衡の 管理制度
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　 中国に お い て はお よそ春秋戦 国時代 に ほぼ完 備 した度量衡の 管理 制度が 一歩一歩確立 し、さら に 法律 の

条 文 に な っ た 。 初期の 管理 条文は 殆 ど 度量 衡器 に 刻 ん で い る 。 た とえば、戦国時代 の 量 器 「子 禾子 銅釜」

の 壁 に そ の 器 の 単位の 大 きさ や 管理方法などに つ い て の 銘文が刻まれ て い る 。 そ の 銘文 は全部で 108 字

があ り、だ い た い の 意 味は 関所 で 用 い る銅釜 （十斗 ） は国家倉庫 の 釜を標準と し、不正 をや る人が あ っ て

そ の 容 量 を増加 す る か減少するか とすれば処罰 され ると い う こ とで ある。そ の 例 の も う
一

つ は 戦国時代の

租 税 の 徴 収 に 用 い る石 権で あ り、 そ れ に刻ん で い る銘文は 国の 級の 分銅は か な らず 丞相 の 級 に 相 当す る官

吏に 監 督 され て 造 られな ければ な らない と布告する とと もに 、監督者と製造者 の 官職 と名 前や 、鋳造 と使

用の 地点 、 および調整の 方法な どを も含ん でい る 。

　秦代の 度量衡を統一 した の は成文法で 統一
の 命令を 全 国へ お しひ ろ め た の で あ る 。 1975 年、法律条

文が刻 まれて い る
一群の 秦代の 竹 簡 （竹 簡は書き物をす る の に 使 う竹 切れ ）が発見 され 、 そ の 中に度量衡

の 管理 に 関す る もの が 多 く、重 要 な 内容を 占め て い る 。
た とえば、手 工 業工 房 の 度量 衡器 は毎年

一
回点 検

しな ければ な らな い し、国家倉庫に 出 し入 れす る穀物は 標準器を用 い て 測 らな けれ ばな らな い し、また単

位 の 異な る 各種の 度量衡器 の 誤 差 の 範囲 に 対 して も詳 しく規制 した もの で あ る 。 そ の 例 をあげよ う 。 石

（
一
百二 十斤）は 正 確で はない 場合 、 誤差が十六両以上 あ る と関係 者 の 官 吏を鎧

一領 に 罰 し、十 六 両不 足

で 八両 以上 あ る と楯
…

具に 罰す る ・・…　　 。 量器 の 斛 （十斗 ） は 正 確 で はな い 場 合、誤差が 二 升以上 あ

る と鎧
一

領 に 罰 し、二 升不足で 一升以上 ある と楯一具に 罰する
・…　 6

　始皇帝は度量衡を統
一

す るため に た くさん の 度量衡器 を作 っ た 。 そ の うち今ま で 残 っ て い る の も少な く

な い の で 、中国度量衡史の 研究に きわ めて 貴重な実物資料 とな っ たわけで ある。こ れ らの 度量衡器を実測

して 計算す る と、そ の 大多数の 単位の 大 きさは規定された誤差範囲 にある と分 か っ た 。

　漢 代 の 度 量衡器 と して 今 まで 残 され て い る もの も多 く、 そ の うち 、 銘文 で そ の 器の 用途や量 の 大 きさ、

そ れ に 関す る制度 と法律の 条文 を示 す もの も少 な くな い 。 上 海博 物館 に所蔵 され て い る ひ とつ の 銅斛 に は

銘 文 が 81 字刻 まれ て お り、そ の 内容は 次の もの を含ん で い る 。

　 1 ，銅 斛 は光 和 二 年 （179 年 〉製造 された こ と 。

　 2 ．器 は 大司農が 主 宰 して 下僚 の 各級 官吏が 段 階ご と に検査 して 製造 され （大司農 と い うの は 漢代の 官

職 の
一

種 で 、国 家 の 租 税 、銭貨 と穀物、塩 と鉄お よ び度量衡器 の 製造 、検 定 と 支給 な どを主管する人で あ

る ）、器 の 調 整者、使 用 者 と製造 者の 官職 と名前 を器物に 刻み込 む必要 もある こ と。

　 3 ．毎年の 仲秋の 時候に 器を点検す る こ とにな っ て い る こ と。 文献記録 に よ る と、度量 衡器の 点検が仲

秋 と仲 春 の 時候 に 行われ る の は、自然の 常温で の 効果を得る こ とが で きるか らで ある 。

　 4 ．全 国 の 量 の 大きさが
一

致 で ある 二 とを保つ ため 、 各地で は皆大司農か ら支給 され た器を標準器 とす

る こ と 。
こ れ ら の 類例が ま だ多い が 、 こ こ で い ちい ち述べ る こ とは しな い

。

　 皿 ．中国古代度 量衡 に 関す る科 学技術 の 発達

　原始的な比較測量か ら しだ い に 完備 して きた古 代度 量衡 へ の 発展は原始社会の 間は ゆ っ くり経過 した 。

奴隷 社会 に 入 っ て 私有制の 発生 、租 税制 の 設立、手工 業 の 発達に 伴 い 相対 的 に 統
一

され た計 量標 準 、つ ま

り実物標 準が必 要 とな っ た 。 秦漢時代か らは 実物標準を設立 した 上で、さ らに 安 定性 の 高 い 、再 現性 の 良

い 、精度 の よ り高 い 自然物 を求 め て 各種 の 物理量 を定義 して 、 大きな成果 を収め た の で あ る 。

　 1 ．標準器の 制作 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 ・

　史書 の 記録に よる と、奴隷社会に お い て は度量衡器具 はほ とん ど奴隷 の 手に 持たれて お り、最 高の 支配

者の 天子か ら諸侯 へ 配布 され、租税の 徴収や各国の 間の 交易 に 用 い られ た の で あ る 。 それ らは器具 と して

だ けで は な く、 権力の 象徴で もあ っ た 。 封建社会 （紀 元 前 770 年以 降） に 入 っ て 、商品経済は どん どん

発展 した の で 、 度量衡 はもう奴隷主に独 占されな くな り、 しだい に 民の 間 に 通 用 して きた 。 そ の 間、度量

衡器具 を製 造す る時、統一の 標準を どうして 伝え て い くか を考慮 す る必要 が 出 て きた の で あ る 。 そ の 実物

証拠 の 例 と して 、 紀元 前 344 年 に 秦国 の 大 臣 の 商鞅 に よ り設計 製造 され た量器 の 「商鞅 銅方升」 を挙 げ
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る こ とが で きる 。 商鞅 は当時 の 秦国を経済 や軍 事 の 後れ た弱 い 国か ら
一

歩
一歩勢 力を盛 ん に さ せ る た め 、

一
連 の 改革方針を つ くっ た 。 そ の 方針の

一
つ は度量衡を統

一
す る こ とで あ っ た 。 r商鞅 銅 方升 」 に は そ の

器 の 製造年代を記 録す る銘 文の ほか 16 ．2立方寸を
一

升の 容積 とする の を公布 し唱 え導 く銘文 も刻 され て

い る 。そ の 器 は 今 ま で 残 され て お り、そ の長 さ、広 さ と深 さを実測 して そ の
一

升 の 容量 は 202cm3 で あ る

の が算出で きた 。 ま た、当時 の
一

尺 は 23 ．Icmに あた る の で 、そ の 方升は長さ 5．4寸 、広 さ 3 寸 、深 さ

1 寸で あ る と も解 り、そ して 5 ．4x3 × 1 ＝ 16 ．2 立方寸で 、方升の 銘 文に 記 され て い る容量 に 合 っ て

い る 。

　戦 国時代 の こ ろ 、手 工 業製 品 の 系列化 と規範 化 に と もな っ て 、器 具 の 製 造や製 品 の 品質の 検査な どは 度

量衡 に離れ る こ とがで きない し、一方、手工 業 の 発達は精度の 高い 度量衡の 標準器の 製造に技術条件を供

給 した の で ある 。 戦国時代後期 に造 られた量器 の 「栗氏量」 は正 に 当時の 数学や物理学および 冶金など の

科学技術の 最新成果を応用 して 製造 された もの で あ る 。 「栗氏量 」 は残 され て こ な い が 、戦国時代の 手工

業技術 を記 録 した古典 の 「考工 記1 の 中に は 、 そ の 量器を製造 した 詳細な 技術資料は残 されて お り、製造

の 工 芸過程 と器 の 形 、規 格寸法 、容量 と調整 の 方法 が記 述 され て い る。 「栗氏量」 は
一

つ の 器 具 に融、豆 、

升と の 三 つ の 単位の 量が ある 。 主体 として の 黼 は円筒形 で 、 深 さ一
尺 、 底 部 が 一

辺 の 長 さ一
尺 で ある 正 方

形の 外接円 で あ る 。 圏足 （脚台 ） は深 さ
一

寸、一
豆 の 量 を容 られ る容量 で あ る （四豆を

一
融とす る ） 。

こ

の 円筒 の 両側 に つ い て い る耳は深 さ 三 寸、容量 が
一

升 で 器 の 質量 が
一

鈞 で あ る 。
こ の よ うに 、一

つ の 標準

器で 長 さ と容量 と質量 と の 三 っ の 単位の 大きさを伝え る こ とが で きる 。 「栗氏量 」 は度量衡 と音律 とも結

び つ け られてお り、 量は 「声中黄鐘之宮」 と い う文句が 「考工 記」 に あ るか らで ある （黄鐘 とは古代中 国

の 「十 二 音律」 の 第一律で あ り、 「十二 律」 と は現在音楽 に 通用 して い る C 、D 、　 E ・…　　 と い う音調

にあ た る） 。 そ の 記録の 言葉は簡略すぎる の で 、 そ の 確か な 意味が は っ きり解 らな い が 、 『漢書」 律暦志

や漢代 に 造 られ た度量衡 の 標準器 の 黄鐘律管 と度量衡 は よ く関連 して 記 述 され て い る こ とか ら考え る と、

楽律を応用 して度量衡を調 整す る方法は戦国時代に も実際に運用 されて い た の を知る こ とが で きる 。

　漢代 の 天文学 家 、数学 家で あ る劉飮は 「考工 記』 に 記 され て い る 「栗氏 量」 を参照 して 「新 莽銅 嘉量 」

と い わ れる画期的な標準器を設計製造 した （新莽とは年号で 西暦紀元 9 年で あ り、嘉 と は良 しと い う意味

で 現代 語 の 標準器 を い う）。それ は五 つ の 単位 の 量器 が
一

体 に 組 み 合 わ され た もの で 、斛 と升 と合 の 三 つ

の 量器 の 口 が上向 きで あ り、斗 と龠 の 二 つ の 量器 の 口 が下 向 きで あ る。そ の 器 の 主体 部 分は大 きな円 筒形

で斛 の 量器 と され、脚台 は斗 の 量器 とされ、左 側 の 耳 は升 の 量器 とされ 、右側 の 耳 は上 の 部分 が 合 の 量 器 、

下の 部分が 龠の 量器 と され て い る 。 そ の 器の 正 面 に は全体 的の 銘文が 8 ／字刻 され て お り、器 の 製造 年代

や 主 旨な どを 明 らか に表 して お り、度量衡を統
一

す る勅文で あ る 。 こ の ほ か に 、各 々 の 量 に もそ れ ぞ れ に

関す る銘文 が あ り、各量 の 深 さ、底 の 寸法 及び計算容 量 を記 して い る。ま た、 『漢書 』律 暦志 の 記 録 に よ

っ て、 『嘉量』 こ の 標準器 は 『重 二 鈞」 で あ る の も解 る。 した が っ て 、 こ の
一

つ の 器 物 に 基 づ い て 漢代 の

尺度 と容量 と質量 と三 つ の 単位の 大きさを算出する と同時に 、 そ の 銘文に記 されて い る 円の 面積 を計算す

る方法に よ り、当時使用 した 円周 率は 3 ．1547 で あ っ た と も推算す る こ とが で きる 。　 『嘉量 』 が 製造 さ

れて か ら四 、五 百年の 後、中国の 偉大な数学家で ある祖冲之は当時世界中も っ と も正 確な円周率 は 3 ．14

15926 〜 3 ．1415927 の 間に ある の を算出し、 さ らに そ れを応用 して 嘉量の 計算デー
タを験証 し

て 、嘉量 を設計 した とき の 正確 で な い と こ ろを 指摘 した の で ある 。 そ の 嘉量 は設計 が巧妙、銘文が詳 し く、

製作 が 精 巧 で 代 々 度 量衡 史を研 究す る 上で の き わめ て 珍 貴な文物 に な っ た わけで あ る 。

　 2 ，度量衡を定め る累黍法

　古代 中国 にお い て は 、 単に今で もそ の 輝か しさが失わ な い 各種 の 度 量衡の 標 準器 を 数多 く製造 した だ け

で はな く、自然物を 度量衡 の 基準 とす る の も絶 え間な しに 探求 し豊富な経験を積ん で 、科学技術の 発展 に

顕著な貢献を した の で あ る 。

　秦ま で の 有史時代 で は、最初人 間 は人 体 の あ る部分の 長 さ で各種 の 量 を定 め、た とえば 、手を広 げて 尺

を知 っ た り、手 で す くっ て 升 とな っ た り、 歩 の 幅 で 土地 を測 っ て 畝 を定 め た り した こ とが あ る。 股代 の 牙
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尺は 長 さ 16 　crn前後で 、 ち ょ うど身長の 1 ．6m で ある 人の 親指と人指 し指 とを開い た 長さ に 当た る 。 しか

し、人 の 体で 度量 衡を定 め る の は誤差が 大きい の で 、それ か らは人 び と は各種類 の 実物を標準と しよ うと

試み 、 絶え間な しに 安定性 の 高い 、 再現性の 良い 自然物を求めて 度量衡の 三 つ の 基本量を定 めた の で あ る 。

た と えば、農 作物 の キ ビや ア ワ 、人 間 の 毛髪、馬 の 尾 、蚕 の 糸な ど を利用 した こ と が あ る 。 そ の うち、非

常 に詳 し く記 録 され て 現 実 に 最 も広 く利用 され 、またよ く伝え られ て きた の は 、 『漢書』律暦志 に記 され

て い る 」累黍法 」 と い うもの しか 言えな い
。

そ れ が 律暦 志 に 次 の よ う に 記録 さ れ て お り、こ こ で は そ れ を

漢文の ままに記 して み よ う 。

　 「
．
度者

・…
　　 、 本起于黄鐘之長 、 以子 穀秬黍中者 、

一黍之広、度之 九十分黄鐘 之 長 、

一為一分 、十分

為 ・す、十寸 為尺 ・…　　 。 」 「量 者 ・…　　 、本起 于黄 鐘之 龠 、 ・…　　 合 龠為 合 、十合 為 升、十升 為斗 、

十斗為 斛 ・…　　 。」　1
．．
権 者 ・…　　 、本起干黄鐘之 重、一龠容千 二 百 黍、重

．
卜二 銖、両之 為両 。 二

・1・一四

銖為両、十六 両為斤、三十斤為鈞、四鈞為石。」

　黍は古代 中国 の 主な主食 の穀物で 、楕円形 の も の が 多 く、 滑らか で光沢 あ り、 食用 また酒造 りの 原 料で

あ っ たが 、そ の 生産量が低 い の で 、 漢代以降だん だん 栽培 されな くな っ て 、現在 それを知 っ て い る者が少

な い 。 　『漢書』 に 記 され たキビ
’
を重ね て 度量衡 の 三 う の 量 を確定 した説 を確か めるた めに 、 われわ れは現

在各地 で 栽培 された 白キ ビ、黄キ ビ 、 黒キ ビと の 三 つ の 品種を選ん で実験を行 っ た の で ある 。 こ の 実験で

は 、 まず最初 に 三 種類の キ ビをそ れぞ れ大 ・中 ・小と の 三 つ の 等級 に分 けて 、 それぞ れ 100 粒 と 120

0 粒を数 え取 り出す 。次 に 、木 の 板 に 掘 られ た溝 （溝 の 幅は キ ビ の 長 さ と同 じ） に それ ぞれ の 10   粒 の

キ ビ を ヨ コ に
一

つ
…
っ と並 べ て 、黍尺 の 長 さ、つ ま り 100 粒キ ビ の 長 さを実 測す る 。 最 後 に 、選 ばれ た

3 種類 の 1200 粒の キ ビをそ れぞ れ天秤で は か つ て 質量 を計算
’
し、ま た 10ml の メ ス シ リ ン ダ ーで 測 っ

て それ ぞれ の 容量 を 実測 す る 。 そ うす る と、各 種 の デ
ー

タが 得られ た。
こ れ らの デ

ー
タを 付 表 に した 。

　そ の 表を見 る と 、 キ ビの 品種 や 大小 の 等級 に よ っ て 実測で 得られ たデ ー
タが違 うの で ある が、た だ しそ

の うち中等の もの の 実測値はすべ て 漢代の 標準値 によ り近 く、 容量 だけ漢代の もの よ り 1 〜 2ml ほ ど多 い

と い うこ とが 分か っ た 。 2000 年余年前 の 秦漢時代 で は、数学理 論の 統計方法を応用 して 平均値を算 出

して それ を
…

尺 の 長 さと し、さ ら に 度 量衡 の 三 つ の 標 準値を計 算 し出 した こ とは正 に 独創 的 見解で 、科学

的で あ る の を 失 っ た こ と もな い の で あ る 。
2000 余年後 の 現在、実験 を通 じて そ の 再現 性 と正 確度 は大

体に お い て漢代 の 文 献 に 記 述 され て い る も の と
一

致す る こ とが解か っ た。清代 の 康 煕 帝 52 年 （1713

年 ） に 改 め て 楽律 と度 量衡 を定 め た 時 に も、あ い か わ らず 累 黍と い う方法 で 漢尺 を考証 した り、清尺を校

正 し定 め た りした が 、清尺 は 漢尺 よ り長い の で 、キ ビを横 に 並べ る の を縦 に 並 べ る の に 変 わ り （キ ビ の 長

軸 と長軸 に 相対 して 並 べ る ） 、 キ ビ 100 粒の 長 さ が 清代公 定の 営造尺 の 32cm で あ る と
一

致 して い た の

で あ る 。 こ れ は偶 然 の 一
致 で あ るが 、古代 中国 に お い て あ る種類 の 自然 物 を探 索 して 度 量衡 の 標準を確定

する た め 、確 か に 多方 面 の 科学 的な探 求 が行 われ 、そ の うち累黍 と い うの は有 効 な方法 の
一

つ で あ る こ と

を 示 した の で あ る 。

　 3 ．黄鐘律で 度量衡を定 める

　中国 は 古 くか ら礼儀を重 んず る 国で あ り、古代で 楽律学 に 大 い に 貢献 した の が 世界 中 で 注 目され て い る。

古代中国で は 古 くか ら楽律 と度量 衡 とは結 びつ け られ て お り、ど うして高 さの 一
定で ある音を 出せ る律 管

で 度量衡の 三 つ の 基本量 を調整す るかを探求 されて きた の で ある。 古代 中国で は周波 とい う観念が知 られ

な か っ たが、普通 楽律 学家は律管 と絃 の 長さ で 音の 高さを調整 した の で ある 。

一端 の 閉 じた 律管 と して は

長 さ に よ っ て 出 た音 の 高 さが違 う こ とが 、古代 の 楽律 学に 古 くか ら 発見 さ れ、律管 の 直 径 が 変わ らな い と

周 波は管の 長 さ の 4 倍 に 反 比例 す る こ とが現代 の 物 理学 で も証 され て い る 。 つ ま り、直径 の 決ま っ た 律管

に よ っ て
一

定 の 音波 の 音を 出せ る よ うに す る と、そ の 長さ も必ず一
定 で あ り、そ の 容量 も

一
定 で あ る 。そ

して 、 古代 中国 では黄 鐘律 管 を度 量衡の 調 整 の 0 基準 と した こ とは
一

定 の 正 確度 と安定性 、 再現性を持 ち、

非常に 科 学 的で もある 。

　中国 最古 の 文献 の 『尚書』 に も楽律 と度量衡が 結 びつ い た 記述が 見 られ てお り、そ の 原 文 は 「協 時 H 正
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月、同律度量衡」 で あ る 。 す な わ ち、四 季の 日月 を協調 し、暦法 や 楽律 、度量衡 を統
一

す る の で あ る 。 紀

伝の 体裁 に よ っ て 編 纂 され た 中 国最初 の 通 史 の 『史記 』 に は 、 律管を度 量衡 と結 び っ け、尺 度 で 黄鐘 の 長

さを定 め 、さ らに 『三 分 損益法 』 （三 分ご と に 一分を加え るか 引 くか と い う計算方法 ） とい わ れ る計算 に

よ っ て 他 の 律 管の 長 さ を 出 して 律 を定 め る こ とが 記述 され て い る 。 そ の 後 、歴 代め史書はす べ て 度 量衡 と

天 文学 と楽 律学を
一

篇 と して お り、そ の うち 内容 が もっ と も詳細 で あ る の は 『漢 書 』 の 律暦 志 で あ る （引

用 した文句は前節に あ る ） 。 黄鐘 管は 文献 の 記 録 に よ る と長 さ九寸 、 穴の 直径 が三 分 、囲が 九 分、底 部の

面積が九平方分 とあ る 。 漢代 の 九 寸は 20 ．79cm に あた り、管 の 半 径は 1．6925 分 で 0 ．391cm に あ

た る の で 、黄鐘律管 の 容 量 は 9 ．984cm3 で ある の を 出す こ とが で きる 。 そ れは漢代の 一龠の 容量 の 約 1
0mユで ある の に非常に 近 い の で あ る 。

　と こ ろ で 、黄鐘 と累 黍 とは どん な っ なが りが あ るの で あ ろ うか ？　古代に おい て は 、 科学技術の 条件が

限られて お り、音波 を測定 した り記 録 した り保存 した りす る 科 学設備が な か っ た の で 、黄鐘律管 の 音の 高

さを判断 しよ うとす る と、経験の ある楽師と楽律家の 聞 く こ とに よ る しか で きな か っ た の で あ る 。 人 び と

は 高 さ の 正 確で ある音が 出る黄鐘律管の 長 さ と内径 が 一定 で あ る と そ の 容 量 も
一

定 で ある こ とが 分 か る 。

累 黍 と い う方法で 律管の 長 さと容量を記 録 し規 定 して 、そ れぞ れを長 さ と容量 と の 基 準 と し、さ らに そ の

管 に容れ られ た黍 の 質量を 質量 の 基準とする。た とえば 、黄鐘律管は 長 さ が 黍を 90 粒横 に 並 べ た長さ に

当た っ て九 寸 と され 、容量 が管の 中に容れ られた 1200 粒 の 黍の 量 で 一龠 と さ れ 、管内 に 容れ られ た黍
の 質量 が 半両と された の で あ る。そ うす る と、黄鐘律管 と累 黍 と度量 衡と三 つ の 基本量は巧 妙 に 結 び つ け

られた の で ある 。 こ れ は科学 技術が発達 して い なか っ た 古代 にお い て はな かな か殊勝な こ とで ある。と こ

ろが、累黍で も黄鐘律管で も尺 を定 め る の は 確定 し に くい 技術 の 規 範が
一

連 あ り、 しか もそ の 実際 に 再現

した精度 が あまり高 くな い の で あ る 。 それに もか か わ らず、 2000 余 年前 の 古代中国で はす で に 楽律 で

長 さを定 め た り、律管 で度量衡を調整 した りした こ の 創造的な 発 明は世界科学技術史上 で 大い に 称賛 され

て もよい こ とで ある 。

　　な お 、漢代 で は 金属 と 水 と の 比 重 で度量衡の 単位の 大きさを定 め る方 法 も応用 され て い た の で あ る 。

r漢書 』 食 貨志 に は 「黄金方寸、而 重
一斤」 と、　r後 漢書』 礼儀志 に は 「水

一
升 、冬 重十 三 両．1 と言 う語

録 が あ る 。 こ れ ら の 方 法 の 提 出は、 1874 年の メ ー
トル 条約 に 長 さ と容量 と質量 と の 量 の 大きさを関連

させ、す な わち 1g は 4 ℃ の 1cm　
3
の 水 の 質量 で あ る こ と の 提出に 非常に 似 て い るが 、中国の 方が千年ほ ど

古 い の で あ る。

　　以上 の よ うに、中国度 量衡史に つ い て 概略的に述 べ たが 、こ の 大 会を通 じて 学者の 皆様 との 連絡を作

りあ げ 、 お 互 い に情報 を交換 して 度量衡史 の 研 究を深 く進 め て い くよ うに と期待 して い る 。

　　付表
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漢文の 参考訳文 。

　　 「度 は ・…
　　黄鐘管の 長 さが そ の 基準値 で ある 。 秬 黍 （ク ロ キ ビ）の 中等の もの で 測 っ て そ の 長 さ

　は ク ロ キ ビ 90 粒 分に 当た る 。 そ の 一粒が
一

分で あ る 。 十分を寸 、 十寸を尺、 ・…　　 とす る 。 」

　　 「量は黄鐘 管の 容 量 の 龠で ある の が そ の 基準値で ある 。
・…　　龠を 二 つ 合わせ て こ れを合 とし、十

一 6 一
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合を升 と し、十升を斗 と し、十斗を斛 とす る ・…　　 」

　　…
ρ
権は ・…　 　 黄鐘管の 容量

一
龠の 重さが そ の 基準値で ある 。 こ の 中に キ ビが千 二 百粒入 り、そ の 重

さは十二 銖 で あ る 。 こ れ を二 つ 合わせ て 両 とする 。
二 十四銖を両 と し、十六 両を斤 と し、三 十斤を鈞 と

し、 四鈞を石 とする 。
・…　 　 」

　　　　　　　　　　　　　　　 THE　HISTORY 　OF　WEI6HTS 　AND　MEASURES 　IN　CHINA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qiu　Guangming ，　Yang　Ping

　　　　Institute　of 　Management 　of　the　State　Bureau　of 　The　Technology 　Supervision

　　　 Chinese 　civilization 　is　one 　of 　the 　oldest 　in　the 　world ．　Just　as 　the 　culture

and 　history，　　the 　ancient 　system 　of 　weights
．
　 and 　measures 　in　China 　lasted

continua ！ユy．　With 　a 　great 　number 　of 　facts ，　this　is　reflected 　in 　my 　book 　
’LA

RESEARCH 　ON　ANCIENT　WEIGHTS　AND　MEASURES 　THROUGH 　THE　AGES 　IN　CHINA
”
　．　The

oldest 　syste 皿　of 　weights 　and 　measures 　in　ancient 　China　set 　up 　gradUally 　during

the 　time 　from　the 　Shang 　Dynasty ，　when 　decimal　bone　rulers 　were 　used ，　to　the　Qin

Danasty ，　when 　the 　First　Emperor　of 　the　Qin　Standardized　the　system 　of 　weights

and 　measures ，　　ar】d　it　has 　been　continually 　used 　for　about 　two 　thousand 　years ．

After 　charlges 　of 　many 　dynasties ，　　we 　can 　still 　firld　out 　the 　unit 　values 　of

weights 　and 　measures 　which 　are 　close 　to　the　true．　　there　is　no 　doubt 　that 　these

values 　are 　of 　great　 importance 　in　the　study 　of　Chinese　history 　and 　the 　history

of 　science 　and 　technology ．

　　　Not 　later 　than 　the　time　of 　the　Warring 　States　（77〔｝−221　B．C．），　a 　set 　of

nearly 　perfect 　management 　rules 　of 　weights 　and 　measures 　set 　up 　and 　grad ロally

some 　laws　were 　formed　and 　written 　down　on 　artic ユes 　or 　bamboo 　piecies ．　　These

rules 　ensured 　the　impユement 　of 　the 　system 　of 　weights 　and 　皿easures ．

　　　　In　ancient 　China ，　people 　paid　special 　attention 　to　the　standard 　instruments，

In　the 　time 　of 　Warring 　States ，　　some 　standard 　instruments 　were 　issued　by　the

government ，　　such 　as 　Shangyang 　Square 　Sheng 　in　Qin，　Lishi 　Measure 　in　Qi，　and 　so

on ．　And　then，　　The　governments 　of 　the 　dynasties 　following 　issued 　their　standard

instruments ．　　From　the　old 　objects 　and 　the 　re ！ics，　we 　can 　see 　the 　high　level　of

technology 　of 　our 　ancestors ．　　The　ancient 　Chinese　people 　also 　kept　trying 　to

make 　standard 　by　natural 　objects ，　for　instance ，　to　decide 　measurement 　by

ranging 　millets ．　　though 　the 　ways 　different　from　the 　modern 　tho ロght ，　the

results 　are 　the　same ．

　　　The 　Chinese 　血istory 　of 　weights 　and 　measures 　is　very 　i皿portant 　in 　the

history 　of 　civilization 　of 　mankind ，　Another 　book 　
” A　HISTORY　OF　WEIGHTS　AND

MEASURES 　IN　CHINA
”
　with 　more 　information 　will 　sQon 　come 　out ．
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